
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
五
号

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
令

内
閣
は
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
、
第
六

条
第
四
号
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
第
三
項
、
第
三
十
二
条
、
第
四
十
三
条
第
二
項
、
第
四
十
四
条
、
附

則
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六
号
、
附
則
第
七
項
第
五
号
、
附
則
第
九
項
、
附
則
第
十
項
並
び
に
附
則
第
十
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
受
験
手
数
料
）

第
一
条
　
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
受
験
手
数
料
の
額
は
、
一
万
三
千
円
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
第
四
条
各
号
に
お
い
て
「
情
報
通
信
技
術
活
用
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
受
験
の
申
込
み
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て

は
、
一
万
二
千
八
百
円
）
と
す
る
。

（
実
務
修
習
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
二
条
　
法
第
十
四
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
等
の
供
覧
）

第
三
条
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
書
類
を
公
衆
の
閲
覧
に

供
す
る
た
め
、
不
動
産
鑑
定
業
者
登
録
簿
閲
覧
所
（
次
項
に
お
い
て
「
閲
覧
所
」
と
い
う
。
）
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
所
を
設
け
た
と
き
は
、
当
該
閲
覧
所
の
閲

覧
規
則
を
定
め
る
と
と
も
に
、
当
該
閲
覧
所
の
場
所
及
び
閲
覧
規
則
を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
申
請
手
数
料
）

第
四
条
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
登
録
申
請
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
登

録
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
登
録
　
六
万
二
千
八
百
円
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録
の
申
請
を
行
う
場
合
に

あ
つ
て
は
、
六
万
二
千
百
円
）

二
　
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
登
録
　
三
万
千
四
百
円
（
情
報
通
信
技
術
活
用
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
登
録
の
申
請
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
万
九
百
円
）

（
参
考
人
に
支
給
す
る
費
用
）

第
五
条
　
法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
旅
費
及
び
日
当
の
う
ち
、
国
土
交
通
大
臣
の
求
め
に
応
じ
て
出
頭
し

た
参
考
人
に
支
給
す
る
も
の
は
、
鉄
道
賃
、
船
賃
、
車
賃
、
宿
泊
料
及
び
日
当
と
し
、
そ
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
行
政
職
俸
給

表
（
一
）
二
級
の
職
員
が
受
け
る
も
の
の
例
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
求
め
に
応
じ
て
出
頭
し
た
参
考
人
に
支

給
す
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
定

め
る
実
費
弁
償
の
例
に
よ
る
。

２
　
旅
費
及
び
日
当
の
ほ
か
、
法
第
四
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
は
、
前
項

の
参
考
人
に
意
見
書
、
報
告
書
等
の
作
成
を
求
め
た
場
合
に
相
当
と
認
め
ら
れ
る
費
用
と
す
る
。

（
懲
戒
処
分
等
の
公
告
）

第
六
条
　
法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
処
分
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
官
報
に
よ

り
、
都
道
府
県
知
事
の
処
分
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
る
。

（
試
験
委
員
の
勤
務
）

第
七
条
　
法
第
四
十
七
条
の
試
験
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
研
修
の
実
施
方
法
）

第
八
条
　
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
研
修
の
実
施
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
研
修
の
内
容
は
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
令
及
び
実
務
そ
の
他
鑑
定
評
価
等
業
務
に
必
要
な
知
識

及
び
技
能
に
関
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
　
年
間
の
研
修
時
間
の
合
計
は
、
十
五
時
間
以
上
と
す
る
こ
と
。

三
　
研
修
の
講
師
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
こ
と
。

イ
　
不
動
産
鑑
定
士
で
あ
つ
て
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
の
実
務
に
通
算
し
て
五
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す

る
も
の

ロ
　
イ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者

四
　
法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
社
団
又
は
財
団
の
構
成
員
又
は
職
員
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士
以

外
の
不
動
産
鑑
定
士
に
対
し
て
も
受
講
の
機
会
を
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
。

五
　
研
修
を
実
施
す
る
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
研
修
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
す
る
こ

と
。附

　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
旧
第
三
次
試
験
の
受
験
手
数
料
）

２
　
不
動
産
取
引
の
円
滑
化
の
た
め
の
地
価
公
示
法
及
び
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
附
則
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
受
験
手
数
料
の
額
は
、
九
千
五
百
円
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
六
月
三
〇
日
政
令
第
一
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
四
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
六
月
二
六
日
政
令
第
二
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
国
土
庁
設
置
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
三
年
四
月
二
五
日
政
令
第
一
四
二
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
五
月
二
六
日
政
令
第
一
八
三
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
五
月
一
一
日
政
令
第
一
三
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
各
種
手
数
料
等
の
額
の
改
定
及
び
規
定
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
二

十
三
号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
受
験
手
数
料
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
受
験
願
書
用
紙
等
の
交
付
が
開
始
さ
れ
た
不
動
産
鑑
定
士
試
験
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
が
納
付
す
べ
き
受
験
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。附

　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
一
日
政
令
第
三
一
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
等
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
十
二
条
の
規
定
は
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
三
月
二
五
日
政
令
第
五
八
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
七
日
政
令
第
六
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
五
日
政
令
第
四
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
六
月
二
八
日
政
令
第
二
二
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
一
月
二
一
日
政
令
第
一
〇
号
）

1



こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
一
八
日
政
令
第
五
九
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
七
月
二
七
日
政
令
第
二
五
一
号
）

こ
の
政
令
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
九
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
一
九
日
政
令
第
三
〇
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
一
九
日
政
令
第
四
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
政
令
第
三
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
一
七
日
政
令
第
七
四
号
）

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
九
日
政
令
第
三
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
二
七
日
政
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
不
動
産
鑑
定
士
補
で
あ
る
者
及
び
不
動
産
取
引
の
円
滑
化
の
た
め
の
地
価
公

示
法
及
び
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法

律
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
に
不
動
産
鑑
定
士
補
と
な
っ
た
者
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
九
条
（
第
四
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
二
月
一
日
政
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
二
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
政
令
第
一
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
二
五
日
政
令
第
一
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2


